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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アップリンク制御情報を送信する方法であって、
　ＵＥが前記アップリンク制御情報の送信のために割り当てられたリソースを確認するス
テップと、
　不連続受信が設定された場合、前記ＵＥがアクティブタイムの間にダウンリンク送信チ
ャンネルをモニターリングするステップと、
　前記アクティブタイムの間にダウンリンクの送信が発生する場合に、タイマーを開始又
は再開始するステップと、
　前記タイマーが動作しているとき、前記確認されたリソースを通じて前記アップリンク
制御情報を伝送するステップとを具備することを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記ダウンリンクの送信は、新たなダウンリンクデータの送信または新たなアップリン
クデータの送信を示すことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アップリンク制御情報は、チャンネル品質情報(ＣＱＩ)を含むことを特徴とする請
求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記アップリンク制御情報は、サウンディング情報を含むことを特徴とする請求項１に
記載の方法。



(2) JP 4975863 B2 2012.7.11

10

20

30

40

50

【請求項５】
　アップリンク制御情報を送信する装置であって、
　アップリンク制御情報を生成する制御情報生成部と、
　不連続受信が設定された場合、アクティブタイムの間にダウンリンクの送信が発生する
場合に開始又は再開始されるタイマーと、
　前記アップリンク制御情報の送信のために割り当てられたリソースを確認し、前記アク
ティブタイムの間にダウンリンク送信チャンネルをモニターリングし、前記確認されたリ
ソースを通じる前記アップリンク制御情報を送信する送受信部とを具備することを特徴と
する装置。
【請求項６】
　前記ダウンリンクの送信は、新たなダウンリンクデータの送信または新たなアップリン
クデータの送信を示すことを特徴とする請求項５に記載の装置。
【請求項７】
　前記アップリンク制御情報は、チャンネル品質情報(ＣＱＩ)を含むことを特徴とする請
求項５に記載の装置。
【請求項８】
　前記アップリンク制御情報は、サウンディング情報を含むことを特徴とする請求項５に
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般的な移動通信システムに関するもので、特に移動通信システムで無線リ
ソース制御(Radio　Resource　Control：以下、“ＲＲＣ”と称する)接続モード及び不連
続受信(Discontinuous Reception：以下、“ＤＲＸ”と称する)モードで動作するユーザ
ー端末(ＵＥ)に対する無線リソース管理方法及びそのＵＥに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＵＭＴＳ(Universal Mobile Telecommunication Service)システムは、ヨーロッパ式移
動通信システムであるＧＳＭ(Global　System　for　Mobile　Communications)とＧＰＲ
Ｓ(General　Packet　Radio　Services)に基づき、広帯域符号分割多重アクセス(Code　D
ivision　Multiple　Access：以下、“ＣＤＭＡ”と称する)を使用する第３世代(３Ｇ)非
同期移動通信システムである。ＵＭＴＳ標準化を担当している３ＧＰＰ(3rd　Generation
　Partnership　Project)では、次世代移動通信システムとしてＬＴＥ(Long　Term　Evol
ution)システムに関する論議が進行中である。ＬＴＥ技術は、２０１０年までに商用化を
目標としており、１００Ｍｂｐｓ程度の速度で高速パケットベースの通信を実現する。し
たがって、ネットワークの構造を単純化して通信経路に位置したノードの数を減少させる
方案、及び無線プロトコルをできるだけ近く無線チャンネルに近接させる方案などを含む
多様な方案が議論されている。
【０００３】
　図１は、本発明が適用される次世代ＵＭＴＳ移動通信システムの構成の一例を示す。図
１を参照すれば、次世代無線アクセスネットワーク(Evolved　UMTS　Radio　Access　Net
work：以下、“Ｅ-ＲＡＮ”と称する)１１０，１１２は、それぞれ次世代基地局(Evolved
　Node　B：以下、“ＥＮＢ”と称する)１２０，１２２，１２４，１２６，１２８とアン
カーノード(anchor　node)(Enhanced　Gateway　GPRS　Support　Nodes：ＥＧＧＳＮ)１
３０，１３２の単純化した２個のノード構造を有する。ユーザー端末(ＵＥ)１０１は、Ｅ
-ＲＡＮ１１０又は１１２を通じてインターネットプロトコル(Internet　Protocol：以下
、“ＩＰ”と称する)ネットワーク１１４に接続される。ＥＮＢ１２０～１２８は、ＵＭ
ＴＳシステムの既存のＮｏｄｅ　Ｂに対応し、無線チャンネルを通じてＵＥ１０１に接続
される。しかしながら、既存のＮｏｄｅ　Ｂとは異なり、ＥＮＢ１２０～１２８は、より
複雑な役割を遂行する。ＬＴＥにおいて、インターネットプロトコルを用いるＶｏＩＰ(V
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oice　over　IP)のようなリアルタイムサービスを含むすべてのユーザートラフィックは
、共有チャンネル(shared　channel)を通じて提供される。したがって、ＬＴＥは、ＵＥ
の状態情報を集め、この集められた情報を用いてスケジューリングを遂行するための装置
を要求する。ＥＮＢ１２０～１２８は、スケジューリングを制御する。通常、一つのＥＮ
Ｂは、複数のセルを制御する。また、ＥＮＢは、ＵＥのチャンネル状態によって変調方式
(Modulation　scheme)とチャンネル符号化率(Channel　coding　rate)を決定する適応変
調符号化(Adaptive　Modulation　&　Coding：以下、“ＡＭＣ”と称する)を遂行する。
ＵＭＴＳのＨＳＤＰＡ(High　Speed　Downlink　Packet　Access)、“Ｅ-ＤＨＣ(Enhance
d Dedicated Channel)”とも呼ばれるＨＳＵＰＡ(High　Speed　Uplink　Packet　Access
)のように、ハイブリッド自動再送要求(Hybrid Automatic Repeat Request：ＨＡＲＱ)は
、ＬＴＥでもＥＮＢ１２０～１２８とＵＥ１０１との間で遂行される。ＨＡＲＱプロセス
は、以前に受信されたデータを廃棄せずに再伝送されたデータとソフト結合することによ
って、受信の成功率を向上させる。ＨＡＲＱプロセスは、ＨＳＤＰＡ及びＥ-ＤＣＨのよ
うな高速パケット通信で伝送効率を向上させる。１００Ｍｂｐｓの最大伝送速度を実現す
るために、ＬＴＥは、２０ＭＨｚの帯域幅で直交周波数分割多重(Orthogonal　Frequency
　Division　Multiplexing：ＯＦＤＭ)方式を無線接続技術として使用すると予想される
。しかしながら、ＨＡＲＱのみでは多様なサービス品質(Quality　of　Service：ＱｏＳ)
の要求を満たすことができないため、上位階層での別途(Outer)のＡＲＱがＵＥ１０１と
ＥＮＢ１２０～１２８との間で遂行され得る。
【０００４】
　上記したような無線通信において、高品質のデータサービスの低下は、主にチャンネル
環境に起因する。この無線通信のチャンネル環境は、加法的白色ガウス雑音(Additive　W
hite　Gaussian　Noise：ＡＷＧＮ)だけでなく、フェージング(fading)による受信信号の
電力変化、シャドウイング(shadowing)、ＵＥの移動及び頻繁な速度変化によるドップラ
ー(doppler)効果、及び多重経路信号又は他のユーザーによる干渉などに従って頻繁に変
化する。通常のＯＦＤＭシステムでフェージングを克服するために使用される主な方式の
うちの一つが、ＡＭＣ方式である。ＡＭＣ方式によれば、変調方式及び符号化方式は、ダ
ウンリンク(ＤＬ)でチャンネル変化に従って適応的に制御される。
【０００５】
　チャンネル変化によるＡＭＣ方式又は電力制御をＤＬチャンネルに適用するために、Ｕ
Ｅは、受信されたダウンリンク信号のチャンネル品質情報(Channel　Quality　Informati
on：ＣＱＩ)をＥＮＢにレポートしなければならない。通常に、ＣＱＩは、ＵＥによって
受信された信号の信号対雑音比(Signal　to　Noise　Ratio：ＳＮＲ)を測定して検出する
ことができる。ＥＮＢは、ＵＥからＣＱＩを受信すると、ＵＥのダウンリンクチャンネル
状態に関する情報を獲得し、この獲得されたＤＬチャンネル状態情報に基づいて該当変調
方式及び符号化方式を設定するか、あるいは電力を制御することができる。一方、チャン
ネル変化によるＡＭＣ方式又は電力制御をアップリンク(ＵＬ)チャンネルに適用するため
に、ＵＥは、アップリンクに所定のパターンのパイロット信号(“基準信号(Reference　S
ignal：ＲＳ)”とも呼ばれる)を伝送しなければならない。以下、上記のようなＵＬパイ
ロット信号は“サウンディング(sounding)”と呼ぶ。ＥＮＢは、受信されたサウンディン
グを通じてアップリンクチャンネル状態を測定し、この測定されたアップリンクチャンネ
ル状態に基づいて該当変調方式及び符号化方式を設定するか、あるいは電力を制御するこ
とができる。
【０００６】
　ＣＱＩ、サウンディング、又は肯定応答/否定応答(ＡＣＫ/ＮＡＣＫ)のようなダウンリ
ンクＨＡＲＱの伝送に対応するアップリンクＨＡＲＱに関する応答情報は、一般的に“ア
ップリンク制御情報”として呼ばれる。
【０００７】
　図２は、ＲＲＣ接続モードにあるＵＥの不連続受信(ＤＲＸ)動作の一例を示す。
【０００８】
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　３ＧＰＰにおいて、３ＧＰＰ　ＬＴＥシステムのＵＥの無線モードは、大きくＲＲＣア
イドル(idle)モードとＲＲＣ接続モードに分類される。ＲＲＣアイドルモードとＲＲＣ接
続モードの定義は、３ＧＰＰ　ＴＳ３６.３００に基づく。
【０００９】
　一般的に、ＲＲＣアイドルモードは、ＥＮＢが無線ベアラ(Radio　Bearer：ＲＢ)コン
テキスト及びＵＥコンテキストの情報を有しなく、アンカーノードがＵＥのコンテキスト
情報を有し、ＵＥの位置をセル単位でなくページング(paging)のためのＴＡ(Tracking　A
rea)単位で管理するＵＥの状態を意味する。また、ＲＲＣ接続モードは、アンカーノード
だけでなく、ＥＮＢがＲＢコンテキストとＵＥコンテキストの情報(サービスコンテキス
ト情報を含む可能性も排除せず)を有するＵＥの状態を意味する。ＲＲＣ接続は、ＵＥと
ＥＮＢとの間で設定され、それによってＵＥの位置をセル単位で管理することができる。
一般的に、特定サービスのためのデータを受信及び/又は送信するために、ＲＲＣアイド
ルモードのＵＥは、まず、ＥＮＢとＲＲＣ接続を設定してこのＥＮＢにＵＥコンテキスト
情報をレポートし、その後にアンカーノードとシグナリング接続を設定してＵＥコンテキ
ストとサービスコンテキスト情報を上記アンカーノードにレポートしなければならない。
しかしながら、ＲＲＣ接続モードのＵＥは、ＥＮＢから直接に該当無線リソースが割り当
てられ、その後に上記リソースを通じて特定のサービスに対するデータを受信及び/又は
送信することができる。
【００１０】
　ＤＲＸ動作は、ＵＥに連続的にデータを伝送する必要がない場合に、チャンネルの連続
受信を通じて電力を継続して消耗する代わりに、特定区間のみでチャンネルの不連続受信
を通じてＵＥの電力消耗(Power　consumption)を最小化する。このＤＲＸは、一般的に次
のような要素を含む。
【００１１】
　-アクティブ区間(Active　Period)：ＵＥの受信器がオン(On)である区間、又は不連続
受信がサービス別に設定されている場合に該当サービスのデータ受信が予想される区間
　-スリープ区間(Sleep　Period)：ＵＥの受信器がオフ(Off)である区間、又は不連続受
信がサービス別に設定されている場合に該当サービスのデータ受信が予想されない区間。
ＵＥ受信器がオフであるか否かは、他のサービスのアクティブ区間と重複されるスリープ
区間によって決定される。
　-不連続受信周期(ＤＲＸサイクル長；２１０，２２０)：アクティブ区間の間の周期又
は長さ
【００１２】
　図２には同一の長さを有するアクティブ区間を示しているが、ポイント２０５，２１５
，２２５から開始されるアクティブ区間は相互に異なる長さを有することができる。
【００１３】
　ＵＥが上記のように不連続受信モードにある場合に、アップリンク制御情報は、連続受
信モードと同じ程度の情報が要求されることではない。例えば、ＣＱＩを伝送するために
、連続受信モードで割り当てられた無線リソースは、不連続受信モードでのスリープ区間
と頻繁に重複されると、スリープ区間で複数のＣＱＩを伝送し、あるいはＣＱＩを複数回
伝送することは、ＵＥの電力消耗の側面で望ましくない。また、ダウンリンク伝送はスリ
ープ区間で発生しないため、複数のＣＱＩは実際に使用されない。さらに、ＵＥが複数の
ＣＱＩの伝送を実際に遂行しないにもかかわらず、ＣＱＩの伝送のための無線リソースが
予め割り当てられるので、無線リソースの浪費をもたらす。
【００１４】
　したがって、ＵＥが新たな不連続受信モードに進入する場合に、以前の連続受信モード
又は不連続受信モードで割り当てられたアップリンク制御情報伝送リソースを再構成する
必要がある。したがって、ＲＲＣメッセージを通じる明示的再構成手順を遂行することが
必要であり、これはシグナリングオーバーヘッドの原因となる。
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　したがって、本発明は上記した従来技術の問題点に鑑みてなされたものであって、その
目的は、ＵＥが新たな不連続受信モードに進入する度にＲＲＣメッセージを通じる明示的
な再構成手順を短縮させる無線リソース管理方法及びそのＵＥ装置を提供することにある
。
【課題を解決するための手段】
【００１６】
　上記のような目的を達成するために、本発明の一態様によれば、移動通信システムにお
けるユーザー端末(ＵＥ)と基地局(ＥＮＢ)との間で無線リソースを管理する方法であって
、ＵＥが所定周期によってデータを不連続的に受信する不連続受信モードに進入する場合
に、所定周期をＵＥとＥＮＢとの間で予め定められた不連続受信周期のしきい値と比較す
るステップと、所定周期が不連続受信周期のしきい値より大きいか又は等しい場合には、
ＵＥが不連続受信モードに進入する前にアップリンク制御情報の伝送のために割り当てら
れた無線リソースが解除されたことを認知するとともに、無線リソースを通じるアップリ
ンク制御情報の伝送を中断するステップとを具備することを特徴とする。
【００１７】
　本発明の他の態様によれば、移動通信システムにおける無線リソースを管理するための
ＵＥ装置であって、ダウンリンクパイロットチャンネルに対する測定を遂行する測定部と
、測定部による測定を用いてアップリンク制御情報を生成する制御情報生成部と、ＵＥが
所定周期を有する不連続受信モードに進入する場合に、所定周期をＵＥとＥＮＢとの間で
予め定められた不連続受信周期のしきい値と比較する比較部と、
　所定周期が不連続受信周期のしきい値より大きいか又は等しい場合に、ＵＥが不連続受
信モードに進入する前にアップリンク制御情報の伝送のために割り当てられた無線リソー
スが解除されたことを認知するとともに、無線リソースを通じるアップリンク制御情報の
伝送を中断する送受信部とを具備することを特徴とする。
【００１８】
　また、本発明の他の態様によれば、移動通信システムにおけるＥＮＢとＵＥとの間で無
線リソースを管理する方法であって、ＵＥがデータを不連続的に受信する不連続受信モー
ドに進入する場合に、所定長さのタイマーを開始するステップと、タイマーが終了する前
に新たなデータの送信又は受信が発生する場合に、タイマーを再開始するステップと、タ
イマーが終了した場合には、ＵＥが不連続受信モードに進入する前にアップリンク制御情
報の伝送のために割り当てられた無線リソースが解除されたことを認知するとともに、ア
ップリンク制御情報の伝送を中断するステップとを具備することを特徴とする。
【００１９】
　さらに、本発明の他の態様によれば、移動通信システムにおける無線リソースを管理す
るためのＵＥ装置であって、ダウンリンクパイロットチャンネルに対する測定を遂行する
測定部と、測定部による測定を用いてアップリンク制御情報を生成する制御情報生成部と
、データを不連続的に受信される不連続受信モードで、新たなデータの送受信が発生する
場合に開始されるタイマーと、タイマーの終了以前に、ＵＥが不連続受信モードに進入す
る前にＥＮＢによって割り当てられた無線リソースを通じてアップリンク制御情報を伝送
し、かつ、タイマーが終了する場合に、無線リソースが解除されたことを認知して無線リ
ソースを通じるアップリンク制御情報の伝送を中断する送受信部とを具備することを特徴
とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明は、ＵＥの不連続受信周期又は非アクティブ区間(inactivity　period)がしきい
値を超える場合に、ＥＮＢは、ＵＥに割り当てられたアップリンク制御情報伝送のための
リソースを解除し、ＵＥは上記リソースの解除を認識し、そのリソースを通じる制御情報
の伝送を中断する。その結果、本発明は、ＵＥが新たな不連続受信モードに進入する場合
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に必要なＲＲＣメッセージを通じて明示的な再構成手順を短縮させる効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明が適用される次世代ＵＭＴＳ移動通信システム構成の一例を示す図である
。
【図２】ＲＲＣ接続モードでＵＥのＤＲＸ動作の一例を示す図である。
【図３】本発明の第１の実施形態によるＲＲＣ接続モード及びＤＲＸモードで動作するＵ
Ｅのアップリンク制御情報伝送リソースの暗黙的な解除方法を示す図である。
【図４】本発明の第１の実施形態によるＵＥの動作を示すフローチャートである。
【図５】本発明の第１の実施形態によるＵＥを示すブロック構成図である。
【図６】本発明の第２の実施形態によるＲＲＣ接続モード及びＤＲＸモードで動作するＵ
Ｅのアップリンク制御情報伝送リソースの暗黙的な解除方法を示す図である。
【図７】本発明の第２の実施形態によるＵＥの動作を示すフローチャートである。
【図８】本発明の第２の実施形態によるＵＥを示すブロック構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明の望ましい実施形態を添付の図面を参照して詳細に説明する。
【００２３】
　次の説明において、本発明に関連した公知の機能及び構成に関する具体的な説明が本発
明の要旨を不明にすると判断された場合に、その詳細な説明を省略する。また、次の説明
における多様な特定の定義は、本発明の一般的な理解を助けるために提供されるだけであ
って、上記のような定義はなくとも本発明が実現できることは当該技術分野における通常
の知識を有する者には明らかである。
【００２４】
　＜第１の実施形態＞
　本発明の第１の実施形態によると、連続受信モード又は不連続受信モードから新たな不
連続受信周期を有する不連続受信モードに進入すると、ＵＥは、新たな不連続受信周期を
ＵＥとＥＮＢとの間で予め設定された不連続受信周期のしきい値と比較する。新たな不連
続受信周期が不連続受信周期のしきい値より大きいか、又は等しい場合に、ＵＥ及びＥＮ
Ｂは、以前の連続モード又は不連続モードで割り当てられたアップリンク制御情報伝送の
ための無線リソースを暗黙的に(implicitly)解除する。アップリンク制御情報伝送のため
の無線リソースが暗黙的に解除されたことを認識すると、ＵＥは、無線リソースを用いる
アップリンク制御情報の伝送を中断する。不連続受信周期のしきい値は、ＵＥ専用のシグ
ナリングを通じて、セル内でブロードキャスティングされるシステム情報を通じて、ある
いは一つの固定値にハードコードされることによって、ＵＥとＥＮＢとの間で予め設定さ
れることができる。
【００２５】
　図３は、本発明の第１の実施形態によるＲＲＣ接続モード及び不連続受信モードで動作
するＵＥのアップリンク制御情報伝送リソースの暗黙的な解除方法を示す。図３ではアッ
プリンク制御情報の一例としてＣＱＩを使用するが、本発明は、他のアップリンク制御情
報に対しても適用できる。例えば、アップリンク制御情報は、ダウンリンク伝送に対する
アップリンクＡＣＫ/ＮＡＣＫ、サウンディングなどを含むことができる。
【００２６】
　図３を参照すると、３０１，３０３は、連続受信モードで動作するＵＥのために割り当
てられるＣＱＩに対する無線リソースを通じてＣＱＩの伝送を示す。時点３２１で、ＵＥ
が明示的シグナリングを通じて又は所定の規則(rule)によって不連続受信周期３３１，３
３３を有する不連続受信モードで動作し始めると、ＵＥは、ＥＮＢとの間で予め設定され
た不連続受信周期のしきい値３４１と新たな不連続受信周期３３１，３３３とを比較する
。図３において、不連続受信周期のしきい値３４１が実際の不連続受信周期３３１，３３
３より大きいため、ＵＥは、不連続受信モード３２１に進入する前に割り当てられたＣＱ



(7) JP 4975863 B2 2012.7.11

10

20

30

40

50

Ｉ伝送のための無線リソースがまだ有効であると見なし、該当タイミングの該当無線リソ
ースを用いてＣＱＩを伝送する。
【００２７】
　時点３２３で、明示的シグナリング３１３を通じて、あるいは所定の規則によって、Ｕ
Ｅが不連続受信周期３３５，３３７を有する不連続受信モードで動作し始めると、ＵＥは
、ＥＮＢとの間で予め設定された不連続受信周期のしきい値３４３と新たな不連続受信周
期３３５，３３７とを比較する。このとき、不連続受信周期のしきい値３４３が実際の不
連続受信周期３３５，３３７より小さいため、ＵＥは、現在の不連続受信モードに進入す
る前に使用されたＣＱＩ伝送のための無線リソースが既に解除されたと見なし、該当タイ
ミングの該当無線リソースを通じるＣＱＩ伝送を中断する。
【００２８】
　さらに、ＥＮＢは、明示的シグナリング３１３を通じて又は所定の規則によって、ＵＥ
が新たな不連続受信モード３２３に進入したことが感知されると、ＥＮＢは、ＵＥと予め
設定された不連続受信周期のしきい値３４３が実際の不連続受信周期３３５，３３７より
小さいと認知し、ＵＥが不連続受信モード３２３に進入する前に割り当てられたＣＱＩ伝
送のための無線リソースがこれ以上に有効でないと見なす。したがって、ＥＮＢは、無線
リソースを解除し、他のＵＥのためにこの無線リソースの再割り当てができる。
【００２９】
　上述したように、不連続受信周期のしきい値３４１，３４３は、ＵＥ専用のシグナリン
グを通じて、あるいはセル内でブロードキャスティングされるシステム情報を通じて、も
しくは一つの固定値にハードコードされることによって、ＵＥとＥＮＢとの間で予め設定
されることができる。
【００３０】
　図４は、本発明の第１の実施形態によるＵＥの動作を示すフローチャートである。図４
を参照すると、ステップ４０１で、ＵＥは、新たなＤＲＸサイクル長(DRX　cycle　lengt
h)を有する不連続受信モードに進入する。その後、ステップ４１１で、ＵＥは、ステップ
４０１で開始された不連続受信モードの不連続受信周期をＵＥとＥＮＢとの間で予め設定
された不連続受信周期のしきい値と比較する。
【００３１】
　ステップ４１１の比較結果、新たな不連続受信周期が不連続受信周期のしきい値より小
さいと、ＵＥは、ステップ４２１で、ステップ４０１で開始された不連続受信モードに進
入する前に割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リソースがまだ有効であると見なす。
しかしながら、ステップ４１１の比較結果、新たな不連続受信周期が不連続受信周期のし
きい値より大きいか、あるいは等しいと、ＵＥは、ステップ４２３で、ステップ４０１で
開始された不連続受信モードに進入する前に割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リソ
ースが解除されたと見なし、この無線リソースを通じるＣＱＩの伝送を中断する。
【００３２】
　図５は、本発明の第１の実施形態によるＵＥを示すブロック構成図である。図５を参照
すると、送受信部５０１は、ＥＮＢ間の信号の送受信を遂行する。ＵＥが明示的シグナリ
ングを通じて、あるいは所定の規則によって新たな不連続受信周期を有する不連続受信モ
ードに進入すると、ＤＲＸサイクル比較部５１１は、不連続受信周期のしきい値と新たな
不連続受信周期とを比較する。ＤＲＸサイクル比較部５１１による比較結果に基づき、新
たな不連続受信モードでも以前に割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リソースが有効
であると決定されると、測定部５２１は、ダウンリンクパイロットチャンネルの測定を遂
行し、ＣＱＩレポート生成部５３１は、その測定部５２１によって測定された値からＣＱ
Ｉを生成し、送受信部５０１は、不連続受信以前に割り当てられたＣＱＩ伝送のための無
線リソースを用いて生成されたＣＱＩをＥＮＢに伝送する。
【００３３】
　＜第２の実施形態＞
　本発明の第２の実施形態によれば、非アクティブ区間の長さは、ＵＥとＥＮＢとの間で
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予め設定された非アクティブ区間のしきい値と比較する。新たな非アクティブ区間が非ア
クティブ区間のしきい値より大きいあるいは等しい場合には、ＵＥとＥＮＢは、以前の連
続モード又は不連続モードで割り当てられたアップリンク制御情報伝送のための無線リソ
ースを暗黙的に解除する。アップリンク制御情報伝送のための無線リソースが暗黙的に解
除されたと認識すると、ＵＥは、この無線リソースを用いてアップリンク制御情報の伝送
を中断する。非アクティブ区間のしきい値は、ＵＥ専用のシグナリングを通じて、セル内
でブロードキャスティングされるシステム情報を通じて、あるいは一つの固定値にハード
コードされることによって、ＵＥとＥＮＢとの間で予め設定されることができる。
【００３４】
　図６は、本発明の第２の実施形態によるＲＲＣ接続モード及び不連続受信モードで動作
するＵＥのアップリンク制御情報伝送リソースの暗黙的解除方法を示す。図６はアップリ
ンク制御情報の一例としてＣＱＩを使用するが、本発明は、他のアップリンク制御情報に
対しても適用できる。例えば、アップリンク制御情報は、ダウンリンク伝送に対応してア
ップリンクＡＣＫ/ＮＡＣＫ、サウンディングなどを含むことができる。
【００３５】
　図６を参照すると、６０１，６０３は、連続受信モードで動作するＵＥのために割り当
てられるＣＱＩ伝送のための無線リソースを通じてＥＮＢによるＣＱＩの伝送を示す。時
点６２１で、ＵＥが、明示的シグナリング６１１を通じて、あるいは所定の規則によって
不連続受信周期６３１，６３３，６３５を有する不連続受信モードで動作を開始すると、
ＵＥは、ＥＮＢとの間で予め設定されたダウンリンク非アクティブ区間に対するタイマー
をトリガーする。ＵＥが不連続受信モードで動作する間には、タイマーは、新たなダウン
リンク伝送がある度に反復して再開始される。参照符号６５１，６５３，６５５は、それ
ぞれの不連続受信モードの間にタイマーが最後のダウンリンク伝送に対して動作される区
間を示す。
【００３６】
　不連続受信モード６６１で最後のダウンリンク伝送で再開始されたタイマーは、タイマ
ー動作区間６５１の終了以前に新たな不連続受信モード６６３が開始されるため、不連続
受信モード６６３の最初のダウンリンク伝送によって再開始される。すなわち、不連続受
信モード６６３の開始ポイントでは、不連続受信モード６６１の最後のダウンリンク伝送
で再開始されたタイマーがまだ終了してないため、ＵＥは、連続受信モードで割り当てら
れたＣＱＩ伝送のための無線リソースがまだ有効であると見なし、該当タイミングの該当
無線リソースを用いてＣＱＩを伝送する(６０５)。
【００３７】
　また、不連続受信モード６６３でも、タイマーは、ダウンリンク伝送がある度に再開始
される。さらに、最後のダウンリンク伝送によって再開始されたタイマーは、タイマー動
作区間６５３が終了する前に不連続受信モード６６５の最初のダウンリンク伝送によって
再開始される。不連続受信モード６６５の開始ポイントでも、タイマーがまだ終了してい
ないため、ＵＥは、連続受信モードで割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リソースが
まだ有効であると見なし、ＣＱＩを伝送する(６０７)。
【００３８】
　不連続受信モード６６５の最後のダウンリンク伝送によって再開始されたタイマーは、
次の不連続受信モードの最初のダウンリンク伝送を受信する前にタイマー動作区間６５５
の終了ポイント６７１で終了する。このポイント６７１でタイマーが終了する場合に、Ｕ
Ｅは、連続受信モードで割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リソースが解除されたと
見なし、該当無線リソースを通じてＣＱＩの伝送を中断する。
【００３９】
　ＣＱＩ伝送６０９は、タイマー動作区間が終了する時点６７１に先行する。したがって
、ＵＥは、連続受信動作で割り当てられた無線リソースを通じてＣＱＩを伝送することが
できる。さらに、時点６７１以後に、ＥＮＢは、他のＵＥのアップリンク制御情報伝送の
ために、連続受信動作で割り当てられた無線リソースの再割り当てができる。
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【００４０】
　図６は、ダウンリンク伝送に対する非アクティブ区間のしきい値(タイマー)の使用を説
明しているが、本発明の第２の実施形態によって、アップリンク伝送又はダウンリンク及
びアップリンク伝送に対する非アクティブ区間の長さを非アクティブ区間のしきい値(タ
イマー)と比較し、連続受信動作で割り当てられたアップリンク制御情報伝送のための無
線リソースを暗黙的に解除する方法を採用することが可能になる。この方法によって、タ
イマーは、アップリンク伝送が発生する度に、あるいはダウンリンク伝送又はアップリン
ク伝送のうちいずれか一つが発生する度にタイマーが再開始される。
【００４１】
　図７は、本発明の第２の実施形態によるＵＥの動作を示すフローチャートである。図７
を参照すると、ステップ７０１で、ＵＥは、不連続受信モードに進入する。その後、ステ
ップ７１１で、ＵＥは、ダウンリンク伝送に対する非アクティブ区間のしきい値を示すタ
イマーをトリガーする。タイマーは、ＵＥ専用のシグナリングを通じて、又はセル内でブ
ロードキャスティングされるシステム情報を通じて、あるいは一つの固定値にハードコー
ドされることによって、ＵＥとＥＮＢとの間で予め定められる。ステップ７２１で、タイ
マーが終了したか否かを判定する。タイマーが終了していない場合には、ＵＥは、ステッ
プ７４１で、ステップ７０１で不連続受信モードに進入する前に割り当てられたＣＱＩ伝
送のための無線リソースがまだ有効であると見なし、タイマーが終了するまでは無線リソ
ースを通じてＣＱＩを伝送する。ステップ７５１で、ＵＥは、新たなダウンリンク伝送が
発生したか否かを判定する。新たなダウンリンク伝送が発生しない場合には、ＵＥは、ス
テップ７２１に戻る。しかしながら、タイマーが終了する前に新たなダウンリンク伝送が
発生する場合には、ＵＥは、ステップ７５３でタイマーを再開始する。
【００４２】
　ステップ７２１の比較結果、タイマーが終了すると、ＵＥは、ステップ７３３で、ステ
ップ７０１で開始された不連続受信モードに進入する前に割り当てられたＣＱＩ伝送のた
めの無線リソースが解除されたと見なし、その無線リソースを通じてＣＱＩ伝送を中断す
る。
【００４３】
　図８は、本発明の第２の実施形態によるＵＥを示すブロック構成図である。図８を参照
すると、送受信部８０１は、ＥＮＢ間の信号の送受信を遂行する。明示的シグナリングを
通じて、または所定の規則によって、ＵＥが新たな不連続受信周期を有する不連続受信モ
ードに進入すると、ダウンリンク伝送に対する非アクティブ区間のしきい値を示すタイマ
ー８１１が開始する。タイマー８１１は、送受信部８０１を通じてダウンリンク伝送が発
生する度に再開始される。測定部８２１は、タイマー８１１が終了する前に、不連続受信
モードへの進入前に割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リソースが有効であるという
仮定に基づいてダウンリンクパイロットチャンネルの測定を遂行する。ＣＱＩレポート生
成部８３１は、測定部８２１によって測定された値からＣＱＩを生成し、送受信部８０１
は、不連続受信モードに進入する前に割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リソースを
用いて生成されたＣＱＩをＥＮＢに伝送する。タイマー８１１が終了した場合に、送受信
部８０１は、不連続受信モードに進入する前に割り当てられたＣＱＩ伝送のための無線リ
ソースが解除されたと見なし、その無線リソースを通じてＣＱＩの伝送を中断する。
【００４４】
　以上、本発明を具体的な実施形態に関して図示及び説明したが、添付した特許請求の範
囲により規定されるような本発明の精神及び範囲を外れることなく、形式や細部の様々な
変更が可能であることは、当該技術分野における通常の知識を持つ者には明らかである。
【符号の説明】
【００４５】
　５０１，８０１・・・送受信部
　５１１・・・ＤＲＸサイクル比較部
　５２１，８２１・・・測定部
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　５３１，８３１・・・ＣＱＩレポート生成部
　８１１・・・タイマー

【図１】

【図２】

【図３】



(11) JP 4975863 B2 2012.7.11

【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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